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研究成果の概要（和文）：インド仏教において大きな勢力を誇った派閥のひとつに説一切有部がある。本研究で
は、ダシャバラシュリーミトラ（12世紀頃）が著した『有為無為決択』を用いて、有部の教理がインド仏教の最
後期へと伝承される際の系譜や教理的な展開の解明に取り組んだ。この研究を通じて、インド仏教の終焉期へと
伝えられた有部説の具体的な内容が明らかとなった。また、大乗仏教の思想にもとづく教理的な改変が部分的に
なされていることが確認された。以上の結果は、インド仏教において有部の教理が基礎学として確固たる地位を
占めいていたことを示すとともに、大乗仏教が興隆した後も有部の教理が連綿と伝承されていた事実を示すもの
である。

研究成果の概要（英文）：The Sarvastivadas was one of the most influential sects of Indian Buddhism. 
In this project, using the Sanskrtasamskrtaviniscaya of Dasabalasrimitra (ca. 12c) as main text, I 
did research on the textual and doctrinal lineages that had transmitted Sarvastivada theory to the 
last historical stage of Indian Buddhism. Through the investigations, I clarified the specific 
contents of their theory that had been transmitted and pointed out that the doctrinal modifications 
that are based on the thought of Mahayana Buddhism are found in some parts. The result of this study
 presents the fact that Sarvastivada theory was a doctrinal basis of Indian Buddhism and was 
transmitted continuously even in the historical stages where Mahayana schools had great influence. 

研究分野：仏教学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、ダシャバラシュリーミトラ著『有為無為決択』を用いて、インド仏教において大きな勢力を誇った
説一切有部の教理がインド仏教の最後期まで伝承される際の系譜や教理的展開の解明に取り組んだ。この研究を
通じて、有部の教理が仏教の基礎学として重視され、大乗仏教の思想の影響を受けながらも、インド仏教の終焉
期まで連綿と継承されていたという事実とその内容が明らかとなった。これによって、有部の教理が部派仏教を
代表する思想であるにとどまらず、インド仏教全般においてその基礎を支える知識としての役割を果たしている
ことを具体的に示すとともに、仏教研究における有部教学の重要性を改めて提示することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

仏教の原点であるインド仏教では、釈尊の入滅後程なくして、教理や戒律に関する意見の相違
が原因となり、部派分裂が起こった。数ある部派の中で説一切有部（Sarvāstivāda）は大きな勢力
を誇ったが、有部の教理はそれらの部派を代表する教理であるにとどまらず、その後の大乗仏教
の誕生と展開においても重要な役割を担う。有部の教理を基礎として新たな教理を構築したり、
有部の教理を批判してそれを乗り越えようとするなど、大乗仏教の思想的な背景の一つに有部
の教理がある。大乗仏教の中観派や瑜伽行派の思想が成立するためには有部の教理が不可欠で
ある。このように有部の教理はインド仏教の基礎学としての性格を有する。そして、有部説は大
乗仏教が興隆した後も連綿と伝えられ、インド仏教の最後期まで継承されることになる。このよ
うな伝承の過程において、有部内のいかなる教理が継承され、またどのような変容を遂げたのか
という点の解明は、インド仏教の教理的な基盤の実態を明らかにするために不可欠である。 

 

２．研究の目的 

インド仏教の教理的な基盤としての有部説の実態を明らかにするために、本研究ではインド
仏教最後期の論書が伝える有部説を起点として、そこへと至る伝承の系譜を辿り、その内容と変
遷の解明に取り組むかたちで研究を進める。主な文献としては、チベット語訳のみが現存する、
ダシャバラシュリーミトラ（Daśabalaśrīmitra, 12世紀頃）の『有為無為決択』（'Dus byas daṅ 'dus 

ma byas rnam par ṅes pa，デルゲ版 No. 3897, 北京版 No. 5865）を使用し、全三十五章の中から
有部の説が紹介される第二章から第十二章（デルゲ版 ha 110a2–179a1, 北京版 ño 6b6–90b3）を
研究の対象とする。 

 

３．研究の方法 

本研究は文献学的な手法にもとづくものであり、研究の基礎をなすテキスト研究とそれにも
とづく思想研究からなる。 
テキスト研究では、『有為無為決択』の該当章に対して、使用可能な版本と写本を用いて、比

較校合を行いながら読解を進め、和訳を行う。以上のテキスト研究の成果にもとづいて思想研究
に取り組む。 
思想研究では、『有為無為決択』が伝える有部説を、継承と変容という二つの点から分析する。

継承については、同論が説く有部説がどのような有部論書の教説（あるいは、どのような大乗論
書が伝える有部説）を踏襲しているのかという点を検討する。その際には、有部の教理の中でカ
シミール有部とそれ以外の派閥で解釈が分かれる教理について、同論がカシミール派の説を採
用しているのか、あるいはそれ以外の派閥の説を採用しているのかという点に注意を払う。次に、
変容については、『有為無為決択』に説かれる有部説を有部論書に説かれる実際の有部の教理と
比較し、差異がみられる部分を回収する。そして、これらの部分を大乗仏教の教理にもとづいて
新たな解釈や修正がなされている部分とそれ以外の部分に分ける。前者については、具体的に大
乗仏教のいかなる教理から影響を受けているのか、そしてどのような大乗論書からの影響が考
えられるかという点を検討する。後者に関しては、本来の有部説からの変容にいかなる理由が考
えられるのかを、インド仏教の思想全体を考慮に入れながら、検討する。 
 
４．研究成果 
本研究では、有部教学の原理論に相当する法体系（いわゆる「五位七十五法」）が説かれる第

九章を起点として、テキスト研究や思想研究を他の章に広げるかたちで、研究を進めた。報告者
は本研究を開始するに先立って、有部の法体系の伝承について『入阿毘達磨論』→『中観五蘊論』
→『牟尼意趣荘厳』→『有為無為決択』という系譜が想定されることを見出しており、特に著者
が同じ学統に属する『牟尼意趣荘厳』と『有為無為決択』の関係に注意を払いながら、本研究に
取り組んだ。テキスト研究と思想研究で得られた成果の概要を以下に述べる。 
 
（１）テキスト研究 
本研究の起点となる第九章については、章全体の和訳を前後半に分けて論文として発表した。

また、前半部のチベット語訳の批判校訂本を論文にまとめて発表した。後半部も発表の準備が整
っており、近く論文として投稿することを予定している。このように第九章については、和訳と
テキストの発表をほぼ完了することができた。今後は、第三章（器世間）と第四章（有情世間）
のテキスト研究の成果を順次発表することを予定している。この二章を読解する際にも、『牟尼
意趣荘厳』の該当箇所の読解を並行して行った。『牟尼意趣荘厳』の研究は、李学竹氏（中国蔵
学研究中心）と加納和雄氏（駒澤大学）と共同で行い、器世間の和訳を前後半に分けて論文とし
て発表した。 
当初の予定では、主要文献である『有為無為決択』のチベット語訳の批判校訂テキストを作成

しながら読み進める予定であったが、諸版を比較校合する作業に多くの時間と労力を必要とし、

読解が進まないという問題が生じた。そこでテキストの校訂作業と読解を切り離し、当面はデル



ゲ版を用いて読み進め、読解が困難な箇所についてのみ、比較校合の作業を行った。一方で、テ

キスト校訂については、進捗の度合いに差が出ることになったが、読解の後を追うかたちで、時

間をかけて取り組んだ。このような方針で読み進めることで、理解が難しい箇所や読みが未確定

な場所を残しながらも、第十章まではひと通り読み終えることができた（各年度に読んだ箇所は

おおよそ次の通り：［2019 年度］第九章、第二章～第四章、［2020 年度］第五章～第七章、第八

章の一部、［2021年度］第八章の残り、第十章の一部、［2022年度］第十章の残り）。しかし、最

後の第十一章と第十二章については、時間の都合上、プロジェクトの期間中に読解することがで

きなかった。 

 

（２）思想研究 

『有為無為決択』へと至る有部説の継承の中で、有部の伝統的な教理には見られず、外部に由

来する教説の例として、心相応行中の解脱（vimukti）に注目した。このような解脱に対する特殊

な理解は『中観五蘊論』に端を発するものであり、本研究では、同論において解脱が心相応行と

される理由を、勝解（adhimokṣa）の定義との関係から、明らかにした。また、外部由来の教理の

その他の例として、『有為無為決択』と『牟尼意趣荘厳』で説かれる十二の要素からなる智（jñāna）

に注目し、大乗仏教の般若経からの影響について考察を進めている。 

さらに『有為無為決択』へと至る系譜の重要な経由点のひとつである『中観五蘊論』に関して

は、その著者問題の解決に取り組み、チャンドラキールティ真作の証明に向けて研究を前進させ

ることができた。また、本研究で得られた知見も一部を交えながら、2021 年 2 月に同論の全訳

を起心書房から刊行した。 

 

以上で述べた『有為無為決択』やそれに直接的に関係する文献の研究成果を論文などにまとめ

て発表するだけでなく、本研究で得られた成果の一部を、報告者が個人で取り組むせヴァスバン

ドゥ著『五蘊論』の研究、ならびに「五位七十五法」「自性」といった教理の研究に応用し、そ

の成果を論文などにまとめて発表した。さらに『阿毘達磨集論』『倶舎論安慧疏』『破僧事』の共

同研究、ならびに斎藤明氏（国際仏教学大学院大学）が代表を務める科研費プロジェクト「バウ

ッダコーシャの総括的研究」（19H00523）にも、本研究で得られた知見の一部を提供し、その成

果を論文や著書などにまとめて発表した。 

本プロジェクトにおける４年間の研究により、インド仏教の最後期へと伝えられた有部説の

具体的な内容が明らかとなった。また、伝統的な有部説からの逸脱が見られる箇所に関しては、

大乗仏教の思想からの影響が顕著であることが判明した。このように、テキスト研究と思想研究

の両面において、新たな知見が得られ、研究を前進させることができた。また、幸いなことに、

報告者は 2022 年 9 月に日本印度学仏教学会賞を受賞したが、本研究で得られた成果や知見の一

部も、受賞理由となった研究の基礎の一端をなしている。 

一方で、テキスト研究を中心に、本研究で得られた成果を整理して論文のかたちにまとめるの

に予想以上の時間と労力を必要としており、未だに整理や発表ができていない成果も数多く残

されている。本プロジェクト期間が終了した後も、研究を継続し、これらの成果を学会発表や論

文において、順次発表してゆくことを予定している。 
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